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2019年度
公益信託「仙台銀行まちづくり基金」の助成実績等について

当行は、1992年に当行創業40周年記念事業として公益信託「仙台銀行まちづくり基金」を創設。

2019年度は、22先に総額287万円の助成を行いました。
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（次ページへ続く）

【表】2019年度「仙台銀行まちづくり基金助成先」

No. 助成額 助成先 所在地

1 30万円 せんだいわらアート実行委員会 仙台市若林区

2 27.8万円 囲碁将棋ボランティア 仙台市宮城野区

3 25万円 ボランティアサークル ぴぃすかんぱにぃ 登米市

4 25万円 荒町商店街振興組合 仙台市若林区

5

10万円

白石川だいすき倶楽部 柴田町

6 松森・鶴が丘タウン情報マップ作成委員会 仙台市泉区

7 特定非営利活動法人Synapse40 大崎市

8 野蒜塾 東松島市

9 米川ガイドの会 登米市

10 薬師堂商興会 仙台市若林区

11 しばた100選活用チーム 柴田町
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【表】2019年度「仙台銀行まちづくり基金助成先」

No. 助成額 助成先 所在地

12

10万円

特定非営利活動法人子育て支援アシスト・エフワン 仙台市泉区

13 一般社団法人YOMOYAMA COMPANY 丸森町

14 一般社団法人WATALIS 亘理町

15 国分町駆け込み寺（現：仙台駆け込み寺） 仙台市青葉区

16 那智カタクリの里を育てる会 名取市

17 わげすたーず 大崎市

18 二階堂トクヨ先生を顕彰する会 大崎市

19 八幡町商店街ファンコミュニティ（八幡町商店会） 仙台市青葉区

20 BalletoneERI 仙台市泉区

21 特定非営利活動法人Azuma-re 栗原市

22 一般社団法人復興みなさん会 南三陸町

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、2020年内に活動が実施できなかった助成先No.10およびNo.21については、

助成金を返却いただいております。



3

活動実績１ せんだいわらアート実行委員会（仙台市若林区）

本助成金は、アート制作費として使われました。

若林区沿岸部の農業と農村の魅力をアピールすることを目的に、農業・食育・アート
制作・農村文化体験活動を行い、震災復興と地域活性化に取り組みました。
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活動実績２ 囲碁将棋ボランティア（仙台市宮城野区）

本助成金は、囲碁講座用パソコンの導入費として使われました。

聴覚障がい者の仲間作り・健康増進を図るため、囲碁講座の開催に取り組みました。
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活動実績３ ボランティアサークル ぴぃすかんぱにぃ（登米市）

本助成金は、キャンプ用テントの購入費等として使われました。

子どもの健全育成、ジュニアリーダー育成支援に寄与することを目的に、小学生対象の
キャンプ体験イベントを開催しました。
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活動実績４ 荒町商店街振興組合（仙台市若林区）

本助成金は、紙芝居制作費として使われました。

江戸時代に荒町の特産品であった「回文団扇」の歴史文化を紙芝居にし、地域の子ども
たちに伝え残していく取り組みを行いました。
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活動実績５ 白石川だいすき倶楽部（柴田町）

本助成金は、清掃活動用備品の購入費として使われました。

新型コロナの影響を受け「一目千本桜」関連行事は中止となりましたが、白石川沿岸の
清掃活動を通じ、地域活性化に取り組みました。
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活動実績６ 松森・鶴が丘タウン情報マップ作成委員会（仙台市泉区）

本助成金は、タウン情報マップの制作費として使われました。

地域包括支援システム構築のため、医療介護施設や災害時の避難所、日常生活に必要な
商店等の情報をまとめた情報マップの制作に取り組みました。
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活動実績７ 特定非営利活動法人Synapse40（大崎市）

本助成金は、イベント開催費等として使われました。

新型コロナの影響を受けワンコインカフェ運営での交流企画が中止となりましたが、
代替イベントは中高生や子どもたちの社会的自立を促す取り組みとなりました。
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活動実績８ 野蒜塾（東松島市）

本助成金は、調査活動に係る備品購入費等として使われました。

野蒜地区の自然環境、歴史風土の調査活動から環境保護まで幅広い活動を展開し、
地域活性化に取り組みました。
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活動実績９ 米川ガイドの会（登米市）

本助成金は、ガイド備品購入費等として使われました。

伝統行事「米川の水かぶり」がユネスコ無形文化遺産に登録された米川地区において、
ボランティアガイドの活動を通じて地域の魅力を発信する取り組みを行いました。
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活動実績10 しばた100選活用チーム（柴田町）

本助成金は、冊子の制作費として使われました。

郷土に伝わる歴史や文化、伝統などを守りつないでいくため、「町の宝もの」を掲載
した冊子「まだまだあるぞ しばた100選」を発行し、郷土愛の醸成に取り組みました。
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活動実績11 特定非営利活動法人子育て支援アシスト・エフワン（仙台市泉区）

本助成金は、イベント開催費等として使われました。

新型コロナの影響により地域交流イベントは一部中止となりましたが、子育て世帯の
孤立を防ぐため見守り支援する活動に取り組みました。
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活動実績12 一般社団法人YOMOYAMA COMPANY（丸森町）

本助成金は、イベント開催費等として使われました。

「伊達ルネッサンス塾」と「伊具高校まちづくりゼミ」の受講生が作成した
「地域づくりマイプラン」の合同発表会を開催しました。
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活動実績13 一般社団法人WATALIS（亘理町）

本助成金は、ワークショップ開催費として使われました。

世代間の交流と高齢者の知見を記録し周知することを目的に、地域の歴史や文化に
関するワークショップを開催しました。
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活動実績14 国分町駆け込み寺（現：仙台駆け込み寺）（仙台市青葉区）

本助成金は、講座開催費等として使われました。

東日本大震災からの「心の復興」を目的に、被災地で悩みを抱えている方々の相談を
受ける相談員の養成講座、事例研究会を開催しました。
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活動実績15 那智カタクリの里を育てる会（名取市）

本助成金は、パンフレット制作費等として使われました。

住民同士の交流並びに自然との共生を目的に、那智カタクリの里散策路の環境整備を
行い、散策案内用パンフレットを制作しました。
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活動実績16 わげすたーず（大崎市）

本助成金は、イベント用備品の購入費として使われました。

新型コロナの影響を受け夏祭り等の地域イベントは中止となりましたが、住民同士の
交流を図り、世代の垣根を越えた地域づくりと活性化に引き続き取り組みます。



19

活動実績17 二階堂トクヨ先生を顕彰する会（大崎市）

本助成金は、広報活動費等として使われました。

大崎市出身の偉人“日本女子体育の母”こと、日本女子体育大学創始者である
二階堂トクヨ先生の顕彰・広報活動を通じ、地域づくりに取り組みました。
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活動実績18 八幡町商店街ファンコミュニティ（八幡町商店会）（仙台市青葉区）

本助成金は、マップ・プレスの制作費として使われました。

八幡町商店街の各店舗や地元の施設をより周知するために、地域の学生が取材・作成
した記事をまとめ、「八幡マップ・プレス」を制作しました。
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活動実績19 BalletoneERI（仙台市泉区）

本助成金は、企画開催費等として使われました。

新型コロナの影響を受け一部イベントは中止となりましたが、子育て期の母親向けの
オンライン企画を実施したほか、機関誌・WEBで情報発信を行いました。
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活動実績20 一般社団法人 復興みなさん会（南三陸町）

本助成金は、ワークショップの開催費等として使われました。

復興のシンボル的存在である南三陸町復興記念公園の管理・運営に町民が参加していく
ための活動を立ち上げ、町民参加型のワークショップ等を開催しました。


